
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 令和８年３月２日             東       陽                    第 52 号 
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   touyou-j@toyohashi.ed.jp  

よ
り
よ
い
生
き
方
を
実
践
す
る
力
を
育
む 

道
徳
教
育
の
充
実 

―

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た 

道
徳
教
育
の
推
進―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

校
長 

佐
野 

裕
哉 

  

令
和
７
年
度
、
道
徳
教
育
の
推
進
校
と
し
て
、

道
徳
教
育
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
特
色
を
教
育

活
動
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
校
全
体

で
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

ま
ず
、
道
徳
の
授
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
道

徳
教
育
に
精
通
し
た
講
師
の
先
生
を
計
画
的
に
お

招
き
し
、
授
業
の
進
め
方
や
生
徒
の
考
え
の
引
き

出
し
方
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
研
究
授
業
を
複
数
回
行
い
、
一
つ
の
授
業
に

つ
い
て
全
教
員
が
考
え
る
機
会
も
設
け
、
授
業
改

善
に
努
め
ま
し
た
。
中
で
も
、
外
国
籍
生
徒
も
含

め
た
生
徒
全
員
が
参
加
で
き
る
授
業
と
、
他
者
と

考
え
や
意
見
を
交
流
し
な
が
ら
自
身
の
考
え
を
再

構
築
す
る
授
業
の
実
現
に
向
け
て
、
特
に
力
を
入

れ
て
道
徳
の
授
業
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
道
徳
教
育
に
地
域
の
特
色
を
生
か
す
た

め
に
、
地
域
の
自
然
や
史
跡
、
行
事
や
人
々
の
思
い

を
い
く
つ
か
の
道
徳
の
授
業
の
中
に
意
図
的
に
取

り
入
れ
ま
し
た
。
並
行
し
て
、
地
域
の
行
事
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
地
域
と
の

関
わ
り
を
深
め
た
り
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
活

動
し
た
り
し
ま
し
た
。
校
区
や
豊
橋
市
と
い
う
地

域
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し
た
り
、
地
域
の
中
で
の 

令
和
８
年
度 

10
月
ま
で
の 

主
な
行
事
予
定 

 
 【４

月
】 

9
日 

入
学
式
・始
業
式 

24
日 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会 

授
業
参
観 

【５
月
】 

8
・
9
日
日 

一
年
オ
リ
合
宿 

18
・
19
日 

第
一
回
定
期
テ
ス
ト 

30
日 

部
活
動
保
護
者
会 

〃    

資
源
回
収 

【６
月
】 

２
日 

三
年
修
学
旅
行 

（～
４
日) 

17
日 

第
二
回
定
期
テ
ス
ト 

（～
１9
日
） 

18
日  

豊
橋
・学
校
い
の
ち
の
日 

【７
月
】 

６
日 

保
護
者
会 

持
ち
寄
り
資
源
回
収 

（～
８
日
） 

【９
月
】 

1
日 

始
業
式 

10
・
11
日 

第
三
回
定
期
テ
ス
ト 

【
10
月
】 

９
日 

東
陽
祭
（体
育
祭
） 

30
日 

東
陽
祭 

（文
化
祭
・合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
） 

 

※
現
時
点
で
の
予
定
で
す
の
で 

 

変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

自
分
た
ち
の
あ
り
方
や
で
き
る
こ
と
を
考
え
直
し

た
り
で
き
る
、
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。 

六
月
と
十
二
月
に
生
徒
向
け
に
行
っ
た
道
徳
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、
生

徒
の
意
識
が
大
き
く
変
容
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
特
に
、
「
自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
謙
虚
な
心
で
他
に
学
び
、
自
ら
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
質
問
で
は
、
全
学
年

で
「
そ
う
思
う
」
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
う
」

と
答
え
た
生
徒
の
割
合
が
大
き
く
増
え
ま
し
た
。

道
徳
の
授
業
を
通
し
て
、
他
者
と
意
見
交
換
す
る

こ
と
の
よ
さ
に
気
づ
き
、
他
者
と
関
わ
り
合
う
中

で
自
身
の
よ
さ
を
伸
ば
せ
た
と
感
じ
た
生
徒
が
増

え
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
他
に
も
、
道
徳
教

育
の
充
実
に
努
め
た
こ
と
が
生
徒
た
ち
の
自
己
肯

定
感
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
た
り
、
物
事
を
深
く
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
し
た
。 

本
年
度
の
成
果
か
ら
、
来
年
度
以
降
も
道
徳
教

育
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
意

義
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
授
業
を

参
観
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
保
護

者
の
皆
様
、
校
外
で
の
生
徒
の
活
動
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
、
日
々
、
東
陽
中
学
校
の
教

育
活
動
に
理
解
と
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

多
く
の
皆
様
、
皆
様
の
お
か
げ
で
、
東
陽
中
学
校
の

教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
職
員
一
同
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
加

え
て
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 



評価項目
※対象者により質問の言葉は表現は変えてあります

分析

設
問
１

学校は、魅力ある教育活動が展開されていると思いま
すか。（ソーラン踊り、体育祭、文化祭、合唱コンクール
等）

生徒・保護者・教職員ともに、肯定的な評価の割合が高い。
行事を楽しみにしている生徒・保護者も多く、すべての生徒
が活躍できるような、さらに魅力ある行事を検討していく。

設
問
２

学校は、気軽に連絡や相談できる窓口（担任、部活動
顧問、生活サポートなど）がありますか。

「3 やや不十分」「4 不十分」としている生徒・保護者の評価
を真摯に受けとめ、相談・カウンセリング活動を充実させる
ように取り組んでいく。

設
問
３

ホームページやお便り、授業参などを通して、さまざま
な情報を発信していますか。

全体的には肯定的な評価の割合が高い。今後も学級・学年
通信や学校新聞、eメッセージ、ホームページなど多くの媒
体を活用しながら、積極的に学校からの情報発信に努めて
いく。

設
問
４

地域社会のなかで、ボランティア活動や地域の行事に
参加するなど、地域のために自分にできることをしたい
と思いますか。

全体的に生徒・保護者の評価がやや低い。自治会など、地
域社会や保護者と連携しながら、将来の地域社会の担い手
となるような生徒をさらに育てていきたい。

設
問
５

授業でわからないところがあったら、先生に質問したり
自分で調べたりしていますか。

　保護者、教職員ともに、「１ よい」「2 おおむねよい」の評価
が低い。学校教育目標にある「自ら知識を求める生徒」を育
成するために、生徒が主体的に学習へ取り組むことができ
る授業展開を工夫する必要がある。

設
問
６

授業で学んだことについて、家庭学習などで更に自分
で調べたり、直接先生に質問したりすることはあります
か。

　三者ともに多いが、特に教職員の「3 やや不十分」の評価
が多い。問題解決学習を充実しながら、生徒の探求心の育
成を図る学習を行い、「探求できる生徒」につなげたい。

設
問
７

授業では、友達と話し合って問題を解決したり、自分の
考えを深めたりしようとしていますか。

生徒たちは、学習で行う、話し合いや、かかわり合う場を楽
しみにしている様子が感じられる。ただ、友達の考えや意見
を聞き、「深い学び」につなげていくためにも、教職員の研修
を充実させることが必要である。

設
問
８

　タブレット端末を使っての学習は、自分の力を伸ばす
ことにつながっていると思いますか。

　タブレット端末を活用した授業の実践を充実させていく必
要がある。さらに来年度は、「ミライシード」が導入されるた
め、個別最適な学びを深めるためにも、タイピングを含め、
タブレットを活用していく能力をさらに育てていく必要があ
る。

設
問
９

　定期テスト前だけでなく、いつも計画的に学習に取り
組んでいますか。

三者ともに「１ よい」「2 おおむねよい」の項目が低い。学校
だけでなく、家庭学習の情報を含めて、学校・保護者で共有
しながら、「自ら学ぶ生徒」の育成を目ざし、検討することが
必要である。

設
問
１
０

　スマートフォンやゲームについて家庭でルールを決
め、それを守ろうと努力していますか。

生徒の評価が二極化している項目である。また、保護者の

評価は全体的に低く、二者の間に差があり、家庭で使用に

関して継続的に話をしていくことが大切である。また、学校
保健委員会や学級活動の時間にも、健康にもたらす影響と
情報モラル教育を合わせて行っていく。

設
問
１
１

　家庭や地域、学校などのあらゆる場面で、自分からす
すんであいさつしようとしていますか。

三者において、「１ よい」「2 おおむねよい」の評価が高い。
特に生徒の評価が高く、あいさつに自信をもって取り組んで
いる様子がうかがえる。

設
問
１
２

　学校や家庭において、時間を意識して行動すること
ができていますか。

三者において、「１ よい」「2 おおむねよい」の評価が高い。
ただ、教職員、保護者の評価との差が若干あるため、「自律
した生徒」を目ざすためにも、学校・家庭において時間を意
識して生活させたい。

設
問
１
３

　そうじの時間には、自らすすんで担当の場所をきれ
いにしようと取り組んでいますか。

生徒の評価は高いが、教職員の評価は「3 やや不十分」が
若干多い。指示を受けたり、指示を待ったりするのではな
く、生徒が自ら汚れなどを見つけ、主体的に清掃活動がで
きるように、清掃指導を充実させていきたい。

設
問
１
４

　毎日元気な学校生活をおくるため、食事や睡眠など、
基本的な生活習慣を意識して生活していますか。

生徒の睡眠や食事などの生活習慣に課題があると考えられ
る。学校保健委員会や養護教諭から出される生活チェック
などを活用しながら、基本的な生活習慣の確立が健康の維
持増進につながることを意識させたい。

設
問
１
５

　自分自身や身の周りの安全に気をくばり、事故やケ
ガが起こらないように、登下校や学校生活を送ること
ができていますか。

生徒自身の評価はとても高い。交通安全や熱中症・ケガの
防止などの指導を安全主任や養護教諭・保健主事などが中
心となって定期的に行っており、意識が高まっていると考え
られる。

保
健
安
全

令和７年度　「学校評価アンケート」　三者比較集計結果

学
　
校

学
　
習

生
　
活

教職員

保護者

生 徒

0.0                  25                     50                  75               100      

教職員

保護者

生 徒

0.0          25 50                   75    100      

1 2 3 4

教職員

保護者

生 徒

0.0                  25                    50                   75              100      

１ よい ２ おおむねよい ３ やや不十分 ４ 不十分

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      
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本
年
度
も
、
地
域
の
行
事
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
、
昨
年
度
以
上
に
多

く
の
生
徒
が
参
加
す
る
様
子
が
見
ら

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
生
徒
た
ち
の
な

か
に
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
道

徳
科
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
地
域
の
行

事
に
す
す
ん
で
参
加
し
て
い
る
」と
答

え
る
生
徒
が
増
加
し
て
お
り
、
本
校

が
目
ざ
す
、
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
」
と
し
て
、
地
域
の
た
め
に
行
動
で

き
る
生
徒
た
ち
の
姿
は
頼
も
し
く
思

い
ま
す
。 

た
だ
、
そ
こ
に
は
生
徒
た
ち
が
活

躍
で
き
る
場
を
与
え
て
く
れ
る
、
地

域
の
存
在
が
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

大
人
が
や
れ
る
こ
と
で
も
、
生
徒
た

ち
に
考
え
さ
せ
、
企
画
や
準
備
、
そ
し

て
運
営
を
任
せ
て
く
れ
る
。
そ
ん
な

後
押
し
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
生
徒
た

ち
は
い
き
い
き
と
参
加
で
き
る
の
で

す
。
地
域
で
育
て
ら
れ
た
生
徒
た
ち

が
、
い
つ
の
日
か
地
域
を
支
え
る
と

き
が
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
将
来
の
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
生
徒
た

ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

設
問
１
６

学校行事や学年行事（体育祭、文化祭、合唱コンクー
ル等）に向けて、学級の仲間と協力して練習や準備を
に取り組むことができましたか。

生徒・教職員・保護者ともに高い評価である。各行事ごとに
目標を明確にし、生徒同士の関わり合いを大切にして活動
しているからだと思われる。また、設問17からも、行事など
の活動を学級・学年全員で取り組んでいる様子がうかがえ
る。

設
問
１
７

行事を通して、仲間のよさを認めあうことや助け合うこ
とのよさを感じることはできましたか。

「1 よい」「2 おおむねよい」の割合が三者ともに高い。行事
の目標に向けて全員で協力しながら取り組む経験や、事後
の振り返りなどを通じて、認め合う場の設定などを今後も継
続していく。

設
問
１
８

委員会活動や学級の係活動などに、責任をもって、自
らすすんで活動していますか。

全体的には、よい評価が見られ、生徒たちが学校・学級のた
めに活動していることがうかがえる。日々の生活において、
生徒たちが自分で考えて、積極的に行動できるように、学級
の時間を活用しながら伸ばして行きたい。

設
問
１
９

部活動では、自分の目標をたて、目標の達成に向け
て、自分なりに努力することができていますか。
（参加していない生徒は答えなくてよい）

多くの生徒が部活動を楽しみにしており、自分自身の力を
伸ばすために取り組んでいるとうかがえる。部活動に関わ
る環境が大きく変わってきている中で、部活動の運営につ
いても模索していくことが必要である。

設
問
２
０

先生たちは、みなさんの気持ちを理解しながら悩みや
相談事などを聞いてくれていますか。

全体的には、三者ともに、肯定的な評価の割合が高い。た
だ、教職員の接し方に、物足りなさを感じている生徒・保護
者もいる。個々の生徒に寄り添った支援を教職員全体で進
めていく。

設
問
２
１

先生たちは、みなさんのよいところを認めて、ほめて、
背中を押してくれようとしていますか。

設問２０と同様に、教職員の接し方に全体的に肯定的な評
価が多い。ただ、「3 やや不十分」「4 不十分」と回答してい
る生徒・保護者の評価を真摯に受けとめ、個々の生徒に寄
り添った支援について、教職員で考えていく。

設
問
２
２

先生たちは、みなさんに困ったことやいじめなどがあっ
たときに、しっかりと対応してくれていますか。

「3 やや不十分」「4 不十分」としている生徒・保護者の評価
を真摯に受けとめ、教職員が的確に対応できるように、教職
員個人だけでなく、学年・学校の体制を拡充させる。

設
問
２
３

先生たちは、みなさんが安心して通えるような学校づく
りに努めていますか。

生徒・保護者・教職員ともに、肯定的な評価の割合が高い。
安全な環境づくり、安心して生活できるような人間関係づく
りやコミュニケーション能力の育成など、生徒の安心・安全
を第一に、学校全体で取り組んでいく。

設
問
２
４

先生たちは、協力して団結しながら、みなさんの学校生
活を支えていると思いますか。

全体的に肯定的な評価の割合が高い。「チーム東陽」とし
て、一人一人の生徒を学年・学校が一丸となって、支えてい
くことを続けていく。

特
別
活
動

教
職
員

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      

教職員

保護者

生 徒

0.0                   25                     50                 75              100      
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教
育
活
動
を 振

り
返
っ
て 

学
校
評
議
員
会 

 
 

 
 

活
動
報
告 

  

 

令
和
７
年
度 

 

【本
年
度
の
主
な
活
動
】 

◆
第
一
回
評
議
員
会 

 
 
 
 

 

五
月
二
十
二
日 

 

・教
育
活
動
の
説
明 

 

・委
嘱
状
の
交
付 

◆
第
二
回
評
議
員
会 

 
 
 
 

 

一
月
二
十
二
日 

 

・一
年
間
の
活
動
報
告 

 

・学
校
関
係
者
評
価 

  

【意
見
・要
望
な
ど
】 

・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加
し 

て
い
る
生
徒
の
様
子
を
見
る
と 

頼
も
し
く
感
じ
る
。
活
動
を
通 

し
て
自
己
肯
定
感
を
高
め
ら
れ 

る
と
よ
い
。 

・外
国
籍
の
生
徒
が
多
い
学
校 

だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
性
や
共
生 

を
学
べ
る
機
会
を
大
切
に
し
た 

い
。 

・Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
交
流
す
る
機
会
が
多 

い
世
代
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
め
合
え
る 

活
動
を
充
実
し
た
い
。 
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一
年
を
振
り
返
っ
て 

 
 

三 

年 

生 
 

 
「
栄
光
ノ
架
橋
～
「
伝
説
の
学
年
づ
く
り
」
を
目
ざ
し

て
～
」
を
学
年
目
標
と
し
、
全
員
が
明
る
く
、
楽
し
く
、

そ
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
学
級
・学
年
づ
く
り
を

大
切
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。  

 

三
年
生
で
は
、
中
学
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
、
日
々
の
授
業
で
は
、
教
科
担
任
や
友
達
の
話
を
し

っ
か
り
と
聞
き
、
学
習
内
容
を
理
解
し
よ
う
と
よ
く
努

力
し
て
い
る
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
周

り
と
の
話
し
合
い
や
教
え
合
い
、
関
わ
り
合
い
に
も
上
手

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
学
習
を
進
め
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
未
来
を
見
据
え
、
今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。 

十
月
の
体
育
祭
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
ど
の
団

も
団
結
し
て
必
死
に
仲
間
を
応
援
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
三
年
生
ら
し
い
重
厚
で

華
麗
な
歌
声
を
体
育
館
中
に
響
か
せ
ま
し
た
。 

「
中
学
校
生
活
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
今
君
は
何
を

想
い
ま
す
か
。
」
「
後
輩
た
ち
に
も
頼
り
に
さ
れ
、
よ
き
手

本
と
な
る
先
輩
に
な
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
」
「伝
説
の
学
年

づ
く
り
」は
、
ど
の
く
ら
い
完
成
に
近
づ
け
た
の
で
し
ょ
う

か
。
」
四
月
か
ら
ま
た
、
新
し
い
環
境
で
の
皆
さ
ん
の
大

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
か
ら
だ
と
心
の
健
康
を
第

一
に
、
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

 

「
あ
た
り
ま
え
に
で
き
る
こ
と
が 

あ
た
り
ま
え
に
で
き
る
こ
と
の
幸
せ
」 

 
 

二 

年 

生 
 

 

「ON
E

 
T

E
A

M

」
を
学
年
目
標
と
し
、
①
一
人
（ON

E

）
を

大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
集
団
づ
く
り
（TE

A
M

）②
失
敗
し

て
も
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
学
級
・
学
年
づ
く
り
③
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
や
困
難
に
打
ち
勝
ち
、
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
目
ざ

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 
 

十
一
月
に
は
職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
二
年
生
に

と
っ
て
非
常
に
大
切
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
六
月
か
ら
準
備

を
始
め
、
電
話
の
か
け
方
や
働
く
こ
と
の
意
義
な
ど
を
学
習
し

ま
し
た
。
な
か
な
か
事
業
所
が
決
ま
ら
ず
苦
戦
す
る
生
徒
も
い

ま
し
た
が
、
興
味
の
あ
る
職
場
を
一
人
、
一
事
業
所
選
び
ま
し

た
。
事
前
訪
問
の
ア
ポ
と
り
電
話
で
は
、
電
話
の
か
け
方
講
座
で

学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
な
が
ら
丁
寧
な
言
葉
で
電
話
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

体
験
初
日
に
は
緊
張
感
や
不
安
な
表
情
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
体
験
最
終
日
に
近
づ
く
ご
と
に
、
働
く
中
で
の
楽
し
さ

や
喜
び
が
挨
拶
や
笑
顔
か
ら
感
じ
取
れ
ま
し
た
。
体
験
を
終
え

た
生
徒
の
感
想
か
ら
は
「あ
い
さ
つ
や
返
事
な
ど
、
ふ
だ
ん
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
や
っ
ぱ
り
大
切
な
ん
だ
と
感
じ
た
」
「
お
金
を

稼
ぐ
と
い
う
こ
と
は
す
ご
く
責
任
が
と
も
な
う
と
思
っ
た
」
な

ど
、
ふ
だ
ん
の
学
校
生
活
で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
視
点
か
ら

物
事
を
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
所

の
方
か
ら
「こ
ん
な
い
い
子
は
み
た
こ
と
が
な
い
」と
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
り
、
「
う
ち
で
バ
イ
ト
を
し
て
み
な
い
」と
誘
わ

れ
た
り
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
学
習
を
通
し
て
働

く
こ
と
へ
の
興
味
や
将
来
の
進
路
選
択
の
助
け
と
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

そ
し
て
こ
の
体
験
学
習
で
大
き
く
成
長
し
た
二
年
生
。
来
年

度
は
い
よ
い
よ
中
学
校
生
活
の
締
め
く
く
り
の
年
で
す
。
ど
ん

な
一
年
に
な
る
の
か
楽
し
み
で
す
。
最
上
級
生
で
あ
り
、
最
高
の

学
校
・学
年
で
あ
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
い
で
し
ょ
う
。 

 
 

一 

年 

生 
 

 
 

 「Th
e
 
Jo

u
rn

e
y

」
を
学
年
目
標
と
し
て
、
出
発
し
た

一
年
生
。
こ
の
一
年
は
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
新
し
い
世
界
へ

の
旅
の
始
ま
り
で
し
た
。
小
学
校
と
は
違
う
教
室
、
教
科

担
任
制
、
新
し
い
教
科
、
部
活
動
。
そ
し
て
初
め
て
見
る
岩

田
小
の
友
達
。
初
め
て
し
ゃ
べ
る
多
米
小
の
友
達
。
不
安

と
期
待
が
入
り
混
じ
る
中
で
の
出
発
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 

オ
リ
合
宿
で
作
っ
た
カ
レ
ー
、
み
ん
な
で
囲
ん
だ
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
友
達
が
増
え
ま
し
た
。
東
陽
祭
で
は
、
全

員
リ
レ
ー
や
長
縄
、
合
唱
コ
ン
で
学
級
の
絆
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。
仲
間
と
声
を
か
け
合
い
、
意
見
を
ぶ
つ
け
合

い
、
最
後
ま
で
や
り
抜
い
た
経
験
は
、
み
な
さ
ん
を
確
実
に

強
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
習
面
で
も
、
中
学
校
の
勉
強

の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
つ
い
て
い
け
な
い
と
感
じ
た
人
も
い
た

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
友
達
に
聞
い
た
り
、
先
生
に
相
談
し

た
り
し
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
も
う
と
す
る
姿
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
旅
の
途
中
で
迷
っ
て
も
、
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
、
ま
た
歩
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
力
は
、
こ
れ

か
ら
の
長
い
「
人
生
の
旅
」
で
も
必
ず
み
な
さ
ん
を
支
え
て

く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
旅
は
決
し
て
一
人
で
歩
く
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
隣
で
励
ま
し
て
く
れ
る
仲
間
。
毎
日
送
り

出
し
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
家
族
の
存
在
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
だ

旅
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
み
な
さ
ん
の
地
図
に
は
ど

ん
な
道
が
描
か
れ
て
い
ま
す
か
。
そ
し
て
ど
ん
な
道
を
描

い
て
い
き
ま
す
か
。 

 

保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
温
か
な
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
続
く
旅
路
を
と
も
に
応
援
し
、
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 


